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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

平成24年度は設置箇所の要望があったが、予算措置がなく測定が出来なかったが、平成25年度は環境対策協議会の会長市で

あり、予算措置がされているので測定、中日本高速道路への要望に結び付けたい。

改革改善

の考え方

①問題

点

必要の都度、騒音測定を検査機関に委託して実施する必要あり。

②改革

提案

騒音測定を民間の検査機関に委託し、検査データーの信憑性を高めた。他の市町村では大多数が民間の検査機関に測

定を委託し、信頼性の高い説得力の高い騒音データーを提出している

1,000

総事業費①+② 114 0 1,790

人件費計（千円）② 114 1,790

788

正規職員所要時間 32 200

臨時職員所要時間

一般財源 0 0 0

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 0 0 0 788

25年度予算額 特定財源内訳、補足

788

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

中央自動車道に関する環境騒音の防止、低減を図るための防音壁設置

１　中央自動車道沿線の各まちづくり委員会からの要望受付

２　要望箇所の騒音測定実施

３　従前からの要望未実現箇所を考慮して要望箇所の整理

４　中央道環境対策協議会へ調査書提出

１　要望受付件数

２　測定件数

３　件数

４　提出件数

１　　　　　14件

２　　　　　　０件

３　　　　　15件

４　　　　　　1件

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

中央自動車道沿線の県内市町村で構成される「中央道環境対策協議会」では、傘下自治体からの騒音等環境被害防止に関する要望を毎

年取りまとめており、中日本高速道路㈱に対して改善要望活動を実施している

騒音被害については、騒音規制法の規定に基づく騒音量（等価騒音レベル）の基準値が一定の判断基準となっている

協議会では自治体間のバランスや騒音レベルの高い箇所からの順位付けにより、中日本高速道路㈱に対して要望を行っている

この騒音量を比較する資料としては、測定結果に客観的な信頼性のある環境計量士を要する検査機関のデータが必要である

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

中央道沿線の騒音測定を実施し、遮音壁設置の要望を中日本高速道路に対して行う。

成果

指標

遮音壁の新規設置数（箇所） 1 0 1 1

1 10 0

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

中央道沿線の騒音測定数（環境計量士による測定箇所） 0

28年度見込み

中央道沿線の騒音対策要望数（箇

所）

10

意図（どういう状態

にするか）

騒音量把握による環境騒音の被害防止

向上させたい上位施

策の成果指標

飯田市が定める環境目標の達成率（騒音）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 中央道沿線居住者の生活環境

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 53 環境汚染の防止

基本計画上

の位置づけ

政策 5 人の営みと自然・環境が調和したまちづくり

課等名 環境課 係等名 環境保全係

事業種別 政策 開始 22 終了

事務事業名

会計 一般会計

中央自動車道騒音測定事業

53 事業№ 20 14平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 5 施策№


